
第 25回愛媛大学教職員作品展企画 「気軽に俳句を詠んでみよう」 

学長賞 特選 （10 句） 

番 句 学校／所属 氏名 

1  ぶどうがりおなかのなかにいちねんぶん 附属小学校 一年 松本莉桜 

2  マスクせず大声さけぶせみのこえ 附属小学校 一年 黒瀨 渚 

3  夏休み目ざまし時けいも朝ねぼう 附属小学校 二年 杉田彩葉 

4  いわしたちすいすい泳ぎ密になり 附属小学校 三年 松岡優依 

5  流星ぐんコロナさよならねがいこめ 附属小学校 三年 高田莉亜 

6  先制打ガッツポーズの日焼顔 附属小学校 四年 槌谷渉真 

7  立ち漕ぎで掴める気がした入道雲 附属小学校 五年 杉之原斗眞 

8  つめ直しまたつめ直しキャンプの荷 附属小学校 六年 川九 新 

9  先輩にぶつけた想い水風船 附属高等学校 一年 岸 楓香 

10  青春の色は何色かき氷 附属高等学校 二年 花田愛美 

入選 （40 句） 

1 いわやじや山の中にはせみのおと 附属小学校 一年 松本紘武 

2 かきごおりシャシャシャと山になる 附属小学校 一年 松本紘武 

3 あさがおにまいにちおみずうれしいな 附属小学校 一年 重松 凛 

4 だんごむしてきにみられてまるくなる 附属小学校 一年 竹内美織 

5 ひまわりがたいようさんとわらってる 附属小学校 一年 西佐古将己 

6 しょうぶするせんこうはなびしずかだな 附属小学校 一年 松井瑞咲 

7 おふろばがプールになるよなつやすみ 附属小学校 一年 佐藤良樹 

8 なつマスクはずすとかぜがきもちいい 附属小学校 一年 須之内陽人 

9 ぼくはせみもうなかないよなつおわり 附属小学校 一年 瓜守倖大 

10 おにわでねプールにはなびにすいかわり 附属小学校 一年 山﨑愛桜 

11 やけたすなどきどきとびこみぼくのなつ 附属小学校 一年 松下昊太郎 

12 ねえばあばはなびもことしはあがらないね 附属小学校 一年 岩田和佳奈 

13 そらとんでたべにいこうよにゅうどうぐも 附属小学校 一年 岩田和佳奈 

14 夏の寺わかってますねとぼさつの目 附属小学校 二年 杉森元香 

15 いつもここ小さな日かげかえるさん 附属小学校 二年 露口新夏 

16 お姉ちゃんと作ったふうりんひびく午後 附属小学校 二年 山住理月 

17 とう校中大人になってくおたまじゃくし 附属小学校 二年 山住理月 

18 おひさまとなかよしきゅうりとげとげだ 附属小学校 二年 川本健人 

19 さか上がりセミとさかさまにらめっこ 附属小学校 二年 桝鏡結恵 

20 ラフティングまるで自然の乗り物だ 附属小学校 三年 小笠原さくら 

21 ヒマワリは笑顔がたくさん実ってる 附属小学校 三年 富田唯愛 

22 地図記号たくさんおぼえた夏の風 附属小学校 三年 鷲埜心春 



23 島スイカおじいちゃんのあせのガラ 附属小学校 四年 グレブ弥江 

24 サンダルのもように日やけ夏休み 附属小学校 四年 仙波乃阿 

25 マスクしてコロナ予ぼうの夏休み 附属小学校 四年 仙波乃阿 

26 とどきそうならった星に私の手 附属小学校 四年 松井湊美 

27 はつざくら雲の上からまいちるぞ 附属小学校 四年 神野みなみ 

28 たんざくをかいてねがいを光らせる 附属小学校 四年 竹野颯真 

29 ひがんばな葉っぱがないのわすれもの 附属小学校 五年 下村連士 

30 川蝉は空飛ぶ宝石夏の川 附属小学校 六年 峰雪 晄 

31 アルバムはいつかの夏の匂いした 附属高等学校 一年 金澤日嘉 

32 宿題多すぎアイスクリームとける 附属高等学校 二年 村上瑠梨 

33 弟と相撲をとった夏座敷 附属高等学校 二年 門田理加 

34 お互いの本音を浴びる水鉄砲 附属高等学校 二年 佐伯果穂 

35 コロナ中セミの集会密ですよ 附属高等学校 二年 境 大稀 

36 感想文書き終え注ぐソーダ水 附属高等学校 二年 髙橋昂生 

37 生きる意味探してばかり銀杏散る 附属高等学校 二年 田邉 凪 

38 こんなもの若さのかけらレモン水 附属高等学校 二年 横尾美鈴 

39 しゃがみ込む子のつま先に蝉の殻 理学部  甲高薫 

40 秋の昼眠る親子は相似形 理学部  甲高薫 

 


